
コロナ自宅療養者への対応について

令和３年10月20日
練馬区自宅療養環境整備担当課1

資料４



自宅療養環境整備担当課について

令和３年８月における新型コロナウイルス感染者の自宅療養者数の急激な増加に伴い、
令和３年９月１日付で、地域医療担当部内に設立された組織。



ミッション：自宅療養者がいち早く医療につながる体制づくり（自宅療養者を悪化させない仕組みを！）
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かかりつけ医による健康観察（早期介入）柱１

PCR等検査実施後、陽性が判明した「かか

りつけ患者」等に対して、陽性連絡日から

自宅療養が終了するまでの間、電話による

健康観察をお願いする。

●イメージ図・・・・次頁のとおり
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入院医療機関

必要時入院

③訪問（置き薬）

（１回目）

①電話診療
（1回目）

※夜間対応
・一時治療薬セットを活用
・緊急時は、薬剤師会地域担当理事へ連絡

PCR検査した
診療所

医師

※検査結果を伝える際
に電話診療

④電話診療
（２回目以降）

薬剤師

②必要時処方
（１回目）

入院が必要な場合は、
入院調整依頼

必要時入院調整

改善退院

⑤必要時処方
（２回目）

⑥訪問（置き薬）
（２回目）

＋

薬剤師による
電話健康観察

かかりつけ医による健康観察
～早期介入イメージ図

：支援者の基本の流れ
：患者の基本の流れ
（点線は必要時の場合）柱１
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電話診療を中心とした自宅医療支援体制柱２

保健所からの依頼にもとづく電話診療・往

診対応について、練馬区医師会、練馬区薬

剤師会および協力訪問看護事業所（18事業

所）が連携した、チーム制による自宅療養

者への医療提供体制を構築する。

●イメージ図・・・・次頁のとおり
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電話診療を中心とした自宅医療支援体制
イメージ図【医師・看護師・薬剤師の連携】

：支援者の基本の流れ
：患者の基本の流れ
（点線は必要時の場合）

柱２

訪問看護師

医師

②電話診療
（往診）依頼

入院医療機関

①体調相談

④電話（訪問）

改善 退院

必要時入院

薬剤師

医師会サポート
センター

③依頼

⑤必要時依頼

⑤必要時処方

⑥訪問または電話

⑥訪問＋後日電話による健康観察

必要時入院調整

※夜間対応
・一時治療薬
セットを活用

・緊急時は、
地域担当理事
へ連絡

患者



内容

設置主体 東京都

運営主体 練馬区（東京都から委任）

体制 24時間対応、24時間医師常駐予定

開設日 令和3年9月17日（金）

場所
旧光が丘第７小学校
練馬区光が丘二丁目６番１号

病床数 35床（抗体カクテル療法病床11床含む）

処置内容
・酸素投与
・抗体カクテル療法

練馬区酸素・医療提供ステーションの概要柱３

※抗体カクテル療法の開始に伴い、施設の名称を「練馬区酸素ステーション」から、

「練馬区酸素・医療提供ステーション」に変更（10月18日付）



練馬区酸素・医療提供ステーションのイメージ図
酸素投与対象者の場合

：消防の流れ
：患者の基本の流れ
（点線は必要時の場合）柱３

入院医療機関

酸素・医療提供
ステーション

①救急要請

⑤退所

必要時 入院

患者宅

④搬送・入所
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②出動

救急隊が酸素必要と判断
（軽症・ADLが確立している人）

③（出動後）入所相談 ※専用のホットライン



柱３

都内
医療機関

酸素・医療提供
ステーション

①相談

：東京都
：移送会社
：保健所・酸素ST等

移送
会社患者

⑧搬送

都内保健所 （都）
中和抗体薬治療
コールセンター
9時～17時

②対象者選定

③受入要請

④受入受諾

⑥⑪お迎え依頼

⑦お迎え

⑭帰宅

⑨受入時連絡
⑬退所時連絡

⑫お迎え

練馬区酸素・医療提供ステーションのイメージ図
抗体カクテル対象者の場合

⑤入所決定連絡調整

⑩抗体カクテル療法実施


